「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	実施計画項目
	（７）　保健・医療の確保

	
	　　①　巡回相談指導事業における健康相談等を通じた支援

	実施計画内容
	· 巡回相談指導事業において、保健師、看護師、精神保健福祉士等の専門家が定期的にホームレスのもとを訪問し、状況の把握や面談、健康相談を行う。

· 巡回相談指導事業等で把握した、ホームレスの健康状態やニーズに応じ、医療機関の受診や社会福祉施設への入所など、適切な専門機関等と連携して必要な措置を行う。

· 健康状態の悪化等で緊急の援助が必要な場合は、医療機関、福祉事務所等関係機関と連携し、医療機関への搬送、無料低額診療事業の紹介など必要な情報提供、支援を行う。

	事業実績
	○　巡回相談指導事業による健康相談及び保健指導

・府域４ブロックで定期的に、保健師、看護師及び精神保健福祉士の専門職が巡回相談に同行し、　健康相談、保健指導及び精神保健相談を行った。

・巡回相談指導事業において健康状態に問題のあるホームレスを把握した場合には、福祉事務所や保健所等関係機関と連携して、医療機関への受診につなげた。

＜個別対応状況（延べ件数）＞（大阪市を除く府域４ブロック）【再掲】
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
H21年度
H22年度
H23年度
H24年度
医療相談指導
596
439
364
322


	事業効果
	・巡回相談により、健康状態に不安を抱えるホームレスを中心に、健康相談やバイタルチェックなどを実施し、疾病の早期発見に努めた。また、健康の維持や衛生状態の保持に関する支援を行い、健康状態の悪化を防いだ。

	課題・問題点
	・ホームレスの中には面談を拒否したり、積極的な支援を求めない者もいるため、健康状態の把握が困難な場合がある。

	今後の取り

組み方向
	・巡回相談指導事業において、看護師や保健師、精神保健福祉士の同行による健康相談、保健指導、精神保健相談を定期的に行う。

・受診を要するホームレスを把握した場合には、無料低額診療事業の紹介など情報提供を行うとともに、必要な治療を受けることができるよう、保健所、福祉事務所などの関係機関と連携し、医療機関への受診につなげる。

	担当部室課
	福祉部地域福祉推進室社会援護課



「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	実施計画項目
	（７）　保健・医療の確保

	
	②　疾病の発見及び医療機関への受診等

	実施計画内容
	· 巡回相談指導事業において、医師、歯科医師等の専門家による問診等を通じてホームレスの疾病発見に努める。

· 医療機関の受診、治療が必要なホームレスに対し、福祉事務所や保健所等関係機関と連携し、医療機関等による適切な精密検診、治療等必要な医療の確保に努める。

· 結核にり患しているホームレスの割合が高い状況を考慮し、結核の早期発見と適切な治療を実施するため、保健所等関係機関と連携し、ホームレス巡回結核検診を実施する。

· 結核検診等の結果、治療が必要であると認められた対象者については、医療機関の受診や必要に応じた入院治療や服薬指導など、適切な結核の治療に努める。

	事業実績
	○　巡回相談指導事業による健康相談及び保健指導

・府域４ブロックで定期的に、保健師、看護師及び精神保健福祉士の専門職が巡回相談に同行し、健康相談、保健指導及び精神保健相談を行った。

・巡回相談指導事業において健康状態に問題のあるホームレスを把握した場合には、福祉事務所や保健所等関係機関と連携して、医療機関への受診につなげた。
＜個別対応状況（延べ件数）＞（大阪市を除く府域４ブロック）　　【再掲】　　　
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

H21年度
H22年度
H23年度
H24年度
医療相談指導

596

439

364

322
○　ホームレス結核健診

・ホームレス結核健診については毎年、大阪府と対象地区管轄保健所、医療機関及び各関係機関（ホームレス巡回相談員・市町村の福祉担当課・公園事務所・河川事務所等）との連携・協力のもと実施している。

<実施箇所>

・平成21年度：７ヶ所(久宝寺緑地・淀川河川敷（右岸、左岸）・大津川河川敷・浜寺公園・臨海地域・服部緑地等)　

・平成22年度：５ヶ所(久宝寺緑地、淀川河川敷（右岸、左岸）・浜寺公園・服部緑地)　

・平成23年度：４ヶ所(淀川河川敷（右岸、左岸）・浜寺公園・服部緑地)　

・平成24年度：２ヶ所（淀川河川敷（左岸）・浜寺公園）

・平成25年度：２ヶ所（淀川河川敷（左岸）・浜寺公園）
<ホームレス結核検診の実績>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
対象者数
受診者数（受診率）
結核患者数（発見率）
平成２１年度
１５７
５９（37.6%）
０（0.0%）
平成２２年度
１０５
２６（24.8%）
０（0.0%）
平成２３年度
６４
１９（29.7%）
０（0.0%）
平成２４年度
２９
１３（44.8%）
０（0.0%）
平成２５年度

２９
     １１(37.9 %)
０（0.0%）


	
	・結核健診の結果については、一般財団法人大阪府結核予防会で二次読影（二重読影）を行い、その結果をもとに地域保健感染症課、社会援護課及び保健所にて医療機関への受診等の方針を検討してきた。

・要精密検査と診断された者には、結核疑い以外の場合でも関係機関と連携のうえ、受診に結び付けてきた。

	事業実績
	<要精密検査者数>

・平成21年度：3人（うち結核患者：0人　他疾患：1人　異常なし（経過観察）：2人）

・平成22年度：0人
・平成23年度：0人
・平成24年度：0人
・平成25年度：１人（うち結核患者：0人　他疾患：０人　異常なし（経過観察）：1人）

	事業の効果
	○　巡回相談指導事業による健康相談及び保健指導

・巡回相談により、健康状態に不安を抱えるホームレスを中心に、健康相談やバイタルチェックなどを実施し、疾病の早期発見に努めた。また、健康の維持や衛生状態の保持に関する支援を行い、健康状態の悪化を防いだ。
○　ホームレス結核健診

・平成13年度以降実施してきた当該結核健診において、結核患者が３名発見されている。これは受診者数の約0.32%にあたり、定期健康診断が結核対策上有効であると判断すべき患者発見率0.02～0.04%の約8～16倍にあたり、このことからホームレスは発病の可能性が高い結核のハイリスク層であることが確認された。よって、結核対策としてのホームレス健診は、有効であると思われる。

・毎年定期的に実施するホームレス巡回結核健診により、結核以外の他疾患が発見されることもあり、諸疾患の早期発見・早期治療につながっている。

・無料低額診療事業により、対象者に費用負担をさせることなく結核の確定診断に結びつくことが可能であるため、確実な受診・治療を行うことができる。

	課題・問題点
	○　巡回相談指導事業による健康相談及び保健指導

・ホームレスの中には面談を拒否したり、積極的な支援を求めない者もいるため、健康状態の把握が困難な場合がある。
○　ホームレス結核健診

・要精密検査と診断されても、受診拒否をする者がいる（周囲に感染を広げる可能性がある）。また、受診後所在不明になり、医療機関受診に結びつかないこともある。

・入院治療を開始しても、自己退院する者もいる。結果、不完全治療による多剤耐性結核に移行する可能性がある。

・退院後に行方不明になる等の理由により、服薬支援（DOTS）が困難な場合がある。

	今後の取り組み方向
	・巡回相談指導事業において、看護師や保健師、精神保健福祉士の同行による健康相談、保健指導、精神保健相談を定期的に行う。

・社会との関わりを望まないホームレスに対しては、粘り強い相談活動を行い、見守り支援を継続する。また、路上生活における過酷な生活により、結核を発症するホームレスは少なくないため、結核の早期発見と発見した対象者を確実に適切な医療につなげるため、保健所、医療機関、福祉事務所などの関係機関及び巡回相談指導事業との連携によるホームレス結核検診を実施する。

・他の疾患等が疑われるような健康状態の悪化が見られた場合にも、関係機関と巡回相談指導事業の連携によって医療受診等につなぐことができるよう、これまでに培ってきた　連携システムの活用を図る。

	担当部室課
	健康医療部保健医療室地域保健感染症課

福祉部地域福祉推進室社会援護課



「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」実施状況調査票
	実施計画項目
	（７）　保健・医療の確保

	
	　　③　自立支援センターにおける保健・医療の確保

	実施計画内容
	· 市町村と連携し、入所時の健康診断や治療が必要な入所者に対する医療機関等での精密検査、治療を行う。

· 医師、看護師による定期的な健康診断、健康相談や服薬治療を行うなど、入所者に対する保健・医療の確保に努める。

	事業実績
	・入所時の健康相談や医師・看護師による定期的な医療相談・健康相談を実施。また、治療が必要な場合は、必要な医療が確保できるよう、福祉事務所等と連携し支援を実施した。

・アルコール依存や薬物依存等の症状を持ち、アセスメントを受けるために入所した人については、専門の治療機関での受診を依頼した。



	事業効果
	・センター利用者への医療相談や健康相談などを通じ、必要な医療を確保することができた。

	担当部室課
	福祉部地域福祉推進室社会援護課


※上記「個別対応状況」の表には、巡回相談指導事業により支援した緊急一時宿泊事業(H22.1～)　利用者


を含む。

















※上記「個別対応状況」の表には、巡回相談指導事業により支援した緊急一時宿泊事業(H22.1～)　利用者


を含む。
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